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　平成29年第４回定例会が12月13日に行われ、

平成28年度各会計決算認定、条例改正、予算補

正など、提案された案件を審議し、全て原案通り

可決しました。また、５人の議員が一般質問を行

い、さまざまな観点から町政に問いかけました。

江差産ニシン活用促進対策事業費等を補正

　読み手の声と木札に

集中する子どもたちの

姿は、一瞬も聞き逃す

まい、見逃すまいと真

剣そのものでした。

（檜山子連子どもかるた大会）
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議会だより ２

12 月定例会のあらまし

江差産ニシン活用促進対策事業費等を補正！
各会計補正総額　3,341万８千円

（写真）昨年２月に確認されたかもめ島えびす浜の群来（くき）とニシンの卵。

　

第
４
回
定
例
会
は
、
12

月
13
日
の
１
日
間
の
会
期
で

開
か
れ
ま
し
た
。
一
般
質
問

に
は
、
５
人
の
議
員
が
農
業

や
観
光
、
ス
ポ
ー
ツ
教
育
等

の
項
目
に
つ
い
て
町
の
考
え

を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
法
律
改
正
に
伴
う

条
例
改
正
や
人
事
院
勧
告
に

基
づ
く
給
与
条
例
の
改
正
、

各
会
計
補
正
予
算
等
を
審
議

し
、
原
案
通
り
可
決
し
ま
し

た
。

　

議
員
発
議
で
は
、
意
見
書

を
２
本
、
議
員
派
遣
、
事
務

調
査
等
を
原
案
通
り
可
決
し

ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
一
般
会
計
、

特
別
会
計
等
の
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
つ
い
て
は
、
決
算

審
査
特
別
委
員
会
の
報
告
が

行
わ
れ
、
集
中
審
査
の
結
果
、

原
案
通
り
認
定
し
ま
し
た
（
詳

し
い
決
算
審
査
の
内
容
は
４
頁
以
降

に
掲
載
し
て
い
ま
す
）
。

　

各
条
例
議
案
や
補
正
予
算

の
主
な
内
容
に
つ
い
て
、
３

頁
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

会　　計　　名 今回補正額 補正後の予算額

一 般 会 計 ３,３２７万１千円 ５８億　   １８２万２千円

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険費 ９万１千円 １１億２,０１６万９千円

介 護 保 険 ６３３万９千円 １０億５,４４８万２千円

公共下水道事業 ▲２９８万９千円 ３億１,１７４万７千円

水　道　事　業　会　計 ▲３２９万４千円
資本的支出

３億６,８３６万１千円
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【
条
例
改
正
】

◇
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の

　

一
部
改
正

◇
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与

　

及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

◇
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

　

正

　

い
ず
れ
も
、
法
律
改
正
及
び
人
事
院
勧

　

告
に
基
づ
く
改
正
。

【
補
正
予
算
】

〔
一
般
会
計
〕

◇
人
件
費
補
正　

計　

１
３
５
万
７
千
円

（
全
額
一
般
財
源
）

◇
減
額
補
正
（
各
種
事
業
費
）

 

計
▲
３
，
８
３
０
万
４
千
円

（
国
庫
支
出
金
他
）

◇
旧
江
差
線
（
木
古
内
・
江
差
間
）　
　

　

鉄
道
施
設
等
整
理
基
金
積
立

３
，
２
２
１
万
８
千
円

（
全
額
そ
の
他
特
定
財
源
）

　

ア
ス
ベ
ス
ト
、
汚
染
土
壌
の
除
去
等
の

　

費
用
相
当
額
の
寄
附
金
を
基
金
に
積

　

立
。

◇
町
債
任
意
繰
上
償
還

１
，
９
０
５
万
円

（
全
額
一
般
財
源
）

　

民
間
資
金
の
借
入
１
本
を
繰
上
償
還
。

◇
生
活
交
通
バ
ス
路
線
維
持
費
等
補
助　

　
　
　

  

１
，
４
３
８
万
３
千
円

（
全
額
一
般
財
源
）

　

函
館
バ
ス
へ
13
系
統
分
補
助
。

◇
函
館
地
方
・
家
庭
裁
判
所
江
差
支
部
庁

　

舎
新
営
等
工
事
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
出

　

土
品
整
理
事
業 　

  

１
０
３
万
１
千
円

（
国
庫
支
出
金
他
）

　

敷
地
か
ら
出
土
し
た
人
骨
等
の
鑑
定
及

　

び
分
析
を
札
幌
高
等
裁
判
所
か
ら
町

　

教
育
委
員
会
に
委
託
。
所
要
の
経
費
を

　

補
正
。

◇
江
差
産
ニ
シ
ン
活
用
促
進
対
策
事
業　

　
　
　
　
　
　
　

  

５
０
万
円

（
全
額
一
般
財
源
）

　

ニ
シ
ン
の
漁
獲
時
期
は
１
月
か
ら
３

　

月
。
年
間
を
通
じ
ニ
シ
ン
を
活
用
す
る

　

た
め
、
冷
凍
で
保
管
。
そ
の
保
管
に
係

　

る
保
管
料
等
の
補
正
。
江
差
観
光
ま
ち

　

づ
く
り
協
議
会
に
対
し
補
助
。

〔
特
別
会
計
〕

◇
国
民
健
康
保
険
費　

計　

９
万
１
千
円

（
そ
の
他
特
定
財
源
）

　

職
員
人
件
費
、
総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
導

　

入
に
伴
う
国
保
税
滞
納
管
理
シ
ス
テ
ム

　

連
携
再
構
築
の
た
め
の
補
正
。

◇
介
護
保
険　
　

計　

６
３
３
万
９
千
円

（
国
庫
支
出
金
他
）

　

職
員
人
件
費
、
制
度
改
正
に
伴
う
介
護

　

保
険
シ
ス
テ
ム
改
修
経
費
の
補
正
。

◇
公
共
下
水
道
事
業

▲
２
９
８
万
９
千
円

（
そ
の
他
特
定
財
源
）

　

職
員
人
件
費
の
補
正
。

◇
水
道
事
業 　
　

  

▲
３
２
９
万
４
千
円

　

（
仮
称
）
新
陣
屋
団
地
給
水
管
敷
設
工

　

事
が
完
了
し
た
た
め
減
額
補
正
。

　【
議
員
発
議
】

◇
議
員
の
派
遣

　

２
月
７
日
に
行
わ
れ
る
研
修
会
へ
の
議

　

員
派
遣
。

◇
社
会
文
教
に
関
す
る
事
務
調
査

　

文
化
遺
産
に
関
す
る
事
務
調
査
を
社
会

　

文
教
常
任
委
員
会
へ
付
託
。

12 月定例会のあらまし

議
員
か
ら
質
疑

　

Ｊ
Ｒ
の
線
路
の
跡
地
に

太
陽
光
発
電
業
者
が
進
出

す
る
予
定
が
あ
る
の
か
。

　

事
業
者
か
ら
計
画
が
出

さ
れ
て
お
り
、
話
し
合
い
を

進
め
て
い
る
。
設
置
を
予
定

し
て
い
る
椴
川
町
内
会
へ

の
説
明
会
も
終
え
、
地
域
の

一
定
の
理
解
を
得
た
も
の

と
事
業
者
か
ら
聞
い
て
い

る
。
一
方
、
町
有
地
で
あ
り

測
量
等
の
関
係
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
現
在
役
場
内
部
で

協
議
を
進
め
て
い
る
。

　

今
後
の
バ
ス
路
線
の
あ

り
方
、
対
策
を
考
え
て
い
る

か
。

　

地
域
で
公
共
交
通
を
確

保
し
て
い
く
こ
と
は
非
常

に
困
難
に
な
る
。
集
落
対
策

の
一
つ
と
し
て
交
通
の
議

論
も
入
っ
て
く
る
。
こ
れ
か

ら
の
交
通
体
系
の
あ
り
方

を
各
種
連
携
事
業
の
中
で

議
論
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
。

　

新
入
学
児
童
生
徒
学
用

品
費
等
の
前
倒
し
支
給
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

　

新
入
学
児
童
生
徒
学
用

品
費
（
入
学
準
備
金
）
に
つ

い
て
は
、
既
に
前
倒
し
で
支

給
す
る
こ
と
を
通
知
し
て

い
る
。
審
査
の
上
、
認
定
と

な
っ
た
保
護
者
に
は
、
３
月

上
旬
ま
で
に
支
給
す
る
予

定
と
し
て
い
る
。

　

江
差
産
の
ニ
シ
ン
活
用

促
進
対
策
事
業
に
つ
い
て
、

先
手
を
打
っ
た
事
業
と
し

て
良
く
考
え
て
く
れ
た
と

思
う
。
今
後
、
ど
の
よ
う
な

形
で
利
用
、
活
用
し
て
い
く

の
か
。

　

事
業
主
体
は
江
差
観
光

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
。
今

後
漁
獲
さ
れ
る
も
の
を
ス

ト
ッ
ク
し
、
漁
協
の
冷
凍

庫
に
保
管
し
て
頂
き
な
が

ら
、
イ
ベ
ン
ト
や
商
店
等
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
き
た

い
。
量
は
１
ト
ン
ま
で
を
想

定
し
て
い
る
が
、
出
来
る
だ

け
長
い
期
間
、
町
民
や
観
光

客
の
皆
さ
ん
に
食
べ
て
頂

け
る
よ
う
に
対
応
し
て
い

き
た
い
。

　

放
流
し
た
ニ
シ
ン
と
捕

獲
し
た
ニ
シ
ン
が
一
致
し

て
い
る
の
か
ど
う
か
、
放
流

の
成
果
を
確
認
出
来
る
の

で
は
。

　

獲
れ
た
ニ
シ
ン
が
本
当

に
放
流
し
た
も
の
か
ど
う

か
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

少
し
時
間
を
頂
き
な
が
ら
、

調
査
の
進
展
を
見
て
い
き

た
い
。

Ⓐ QⒶ Q

Ⓐ QⒶ Q

Ⓐ Q
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会　　計　　名 歳　入  歳　　出
一 般 会 計 ５４億９，９５７万円 ５２億８，４９８万円
特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 費 １１億２，０８２万円 １１億 　３９７万円
後 期 高 齢 者 医 療 １億 　７６２万円 １億 　７８０万円
介 護 保 険 １０億４，００６万円 １０億 　２５８万円
公 共 下 水 道 事 業 ２億５，０９５万円 ２億５，０９５万円
公設地方卸売市場事業 ７０万円 ６０万円
港 湾 整 備 事 業 １，１２３万円 １，０９０万円
奨 学 金 ４８４万円 ４８４万円

水 道 事 業 会 計 収益合計　４億８，４８０万円 費用合計　３億７，１１０万円
合 計 ８５億２，０５９万円 ８１億３，７７２万円

決
算
審
査
特
別
委
員
会

心豊かに暮らせる地域づくりを・・総額８１億３，７７２万円を認定
まちの家計簿を審議

　決算審査特別委員会（小笠原淳

夫委員長）は、10 月 24 ～ 26 日ま

での３日間、委員会を開催し、平

成 28 年度各会計の歳入歳出全般に

係る執行状況について、各課から

説明を受け、慎重に審議しました。

　

第
４
回
定
例
会
で
、
萩
原

副
委
員
長
が
、
決
算
審
査
特

別
委
員
会
に
お
け
る
委
員
長

報
告
を
行
い
ま
し
た
。

【
報
告
内
容
】

　

各
会
計
決
算
に
つ
い
て
は
、

す
べ
て
認
定
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
た
。
な
お
、
次
の
点

に
つ
い
て
意
見
、
要
望
が
あ

っ
た
こ
と
を
申
し
添
え
る
。

◇
開
陽
丸
青
少
年
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て

　

平
成
２
年
の
竣
工
オ
ー
プ

ン
か
ら
27
年
が
経
過
し
、
沿

岸
隣
接
の
開
陽
丸
船
体
の
傷

み
が
著
し
い
。
こ
れ
ま
で
の

当
該
施
設
と
町
と
の
関
係
や

か
も
め
島
を
中
心
と
し
た
将

来
構
想
を
踏
ま
え
、
財
政
面

で
の
計
画
性
を
考
慮
し
つ
つ
、

船
体
の
早
急
な
改
修
が
望
ま

れ
る
。

◇
ま
ち
づ
く
り
推
進
交
付
金

に
つ
い
て

　

地
域
の
雇
用
創
出
や
産
業

基
盤
の
強
化
な
ど
、
総
合
戦

略
の
支
援
対
策
と
し
て
平
成

28
年
度
に
創
設
さ
れ
て
い
る
。

今
後
も
裾
野
の
広
い
、
継
続

性
の
あ
る
、
効
果
的
な
事
業

展
開
が
望
ま
れ
る
ほ
か
、
制

度
周
知
の
徹
底
に
努
め
る
べ

き
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

◇
未
利
用
町
有
地
の
売
却
に

つ
い
て

　

定
住
対
策
や
財
源
確
保
の

見
地
か
ら
、
一
層
の
未
利
用

町
有
地
の
有
効
活
用
や
売
却

の
促
進
を
図
ら
れ
た
い
。

◇
町
営
住
宅
の
改
修
整
備
と

入
居
条
件
の
緩
和
に
つ
い
て

　

空
き
住
宅
が
散
見
さ
れ
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
既
存
の
町

営
住
宅
の
改
修
整
備
を
図
り

長
寿
命
化
を
進
め
ら
れ
た
い
。

ま
た
、
住
宅
困
窮
対
策
と
し

て
、
入
所
要
件
緩
和
の
検
討

に
つ
い
て
の
意
見
が
あ
っ
た
。

◇
集
会
施
設
等
の
改
修
、
備

品
整
備
と
施
設
管
理
の
一
元

化
に
つ
い
て

　

老
朽
化
な
ど
に
よ
る
施
設

の
計
画
的
な
改
修
、
机
・
椅

子
な
ど
地
域
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
備
品
整
備
を
図
ら
れ
た
い
。

ま
た
、
複
数
の
所
管
に
な
っ

て
い
る
施
設
管
理
を
、
一
元

化
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
っ

た
。

◇
そ
の
他

　

各
所
管
課
の
審
査
に
お
い

て
は
、
将
来
的
な
展
望
に
立

っ
た
提
言
や
、
事
務
事
業
の

執
行
に
あ
た
り
細
部
に
わ
た

る
意
見
、
要
望
が
出
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
監
査
委
員
か

ら
提
出
さ
れ
た
決
算
審
査
意

見
書
で
指
摘
さ
れ
た
各
項
目

に
つ
い
て
も
十
分
精
査
し
、

今
後
の
行
政
執
行
に
当
た
ら

れ
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ

る
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会
報
告
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　決
算
審
査
特
別
委
員
会

委 員 会 質 疑

問　

熊
の
オ
リ
は
何
基
あ
り
、
使
用
状

　

況
、
老
朽
化
し
て
い
る
の
で
な
い
か
。

答　

オ
リ
は
10
基
あ
り
、
今
年
は
４
頭

　

捕
獲
し
て
い
る
。
オ
リ
の
更
新
は
し

　

て
い
な
い
。
オ
リ
そ
の
も
の
は
、
年

　

数
が
経
過
し
て
い
る
が
、
修
繕
は
都

　

度
行
っ
て
い
る
。

問　

臨
時
職
員
含
め
た
保
育
士
の
充
足

　

度
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答　

正
職
員
６
名
、
常
勤
臨
時
職
員
７

　

名
、
パ
ー
ト
４
名
で
対
応
し
て
い
る
。

　

入
所
に
対
す
る
必
要
数
は
足
り
て
い

　

る
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
保
育
士
の

　

確
保
は
相
当
難
し
く
、
処
遇
の
改
善

　

が
今
後
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

問　

特
定
健
診
の
健
診
率
が
上
が
っ
て

　

こ
な
い
が
、
対
策
は
し
て
い
る
の
か
。

答　

勧
奨
地
域
を
設
け
対
応
し
て
い
る

　

が
、
当
年
は
受
け
て
も
次
年
度
に
繋

　

が
っ
て
い
か
な
い
現
状
が
あ
り
、
苦

　

慮
し
て
い
る
。

問　

各
課
に
ま
た
が
っ
て
い
る
公
用
車

　

管
理
を
一
元
化
し
、
管
理
で
き
な
い

　

の
か
。

答　

ほ
ぼ
一
元
管
理
出
来
て
い
る
が
、

　

教
育
委
員
会
等
の
例
外
も
あ
る
。
特

　

別
会
計
以
外
の
公
用
車
リ
ー
ス
料
を

　

ほ
ぼ
管
財
係
の
予
算
に
計
上
し
て
い

　

る
。

問　

町
会
所
会
館
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

　

さ
れ
て
い
る
が
、
駐
車
場
が
埋
ま
っ

　

て
い
る
等
で
、
車
い
す
の
人
が
利
用

　

し
に
く
い
状
況
が
み
ら
れ
る
が
。

答　

現
地
を
確
認
し
、
配
慮
で
き
る
と

　

こ
ろ
は
、
配
慮
し
て
い
き
た
い
。
管

　

理
し
て
い
る
町
内
会
に
も
伝
え
て
い

　

き
た
い
。

問　

ナ
マ
コ
の
増
養
殖
に
つ
い
て
、
成

　

果
は
。

答　

色
々
な
対
策
を
行
っ
て
き
て
お
り
、

　

安
定
し
た
漁
獲
が
あ
る
程
度
と
れ
て

　

い
る
。
先
進
的
な
取
り
組
み
の
効
果

　

は
出
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

有
害
鳥
獣
対
策

保
育
士
確
保

下水道管理センター

特
定
健
診

公
用
車
管
理

問　

下
水
道
加
入
率
の
到
達
点
を
ど
う

　

評
価
し
て
い
る
か
。

答　

現
在
60
・
７
％
。
お
年
寄
り
世
帯

　

や
独
居
老
人
、
住
宅
が
古
い
等
の
理

　

由
で
進
ん
で
い
な
い
状
況
が
あ
る
。

下
水
道

町
会
所
会
館

ナ
マ
コ
増
養
殖ナ

マ
コ
の
増
養
殖
施
設
（
イ
カ
ダ

等
）
が
港
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

議員から出された質疑内容を要約して掲載しています。



議会だより ６

決
算
審
査
特
別
委
員
会

決算審査特別委員会で
　 現地調査を行いました！

　委員会では、決算年度に関連のある事業等について、現地に直接赴き、

現状がどうなのか等を確認するため、現地調査を行いました。

　今年度は、防災備蓄センター、旧ＪＲ江差駅跡地の工事現場、南が丘小

学校前道路予定地を視察しました。

問　

防
災
備
蓄
セ
ン
タ
ー
の
設

　

置
根
拠
、
実
態
と
違
う
部
分

　

が
あ
る
の
で
は
。
事
実
上
、

　

役
場
の
代
替
施
設
は
文
化
会

　

館
と
い
う
こ
と
だ
が
、
明
文

　

化
す
べ
き
で
な
い
か
。

答　

防
災
備
蓄
セ
ン
タ
ー
は
設

　

置
規
定
等
で
規
定
し
て
い
る
。

　

役
場
庁
舎
が
被
災
し
た
場
合

　

の
代
替
施
設
は
、
文
化
会
館

　

と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
各

　

種
回
線
が
確
保
さ
れ
、
即
時

　

対
応
で
き
る
た
め
。
代
替
施

　

設
は
災
害
の
種
類
に
よ
っ
て

　

使
用
不
能
に
な
る
こ
と
も
あ

　

る
た
め
、
一
箇
所
に
限
定
し

　

て
い
な
い
。
明
文
化
し
て
い

　

な
い
が
、
決
裁
行
為
等
で
取

　

り
き
め
て
い
き
た
い
。

防
災

（上）旧ＪＲ江差駅跡地に整備される南が丘へ抜け

る道路を実際に歩いてみた。広さやカーブの状況

を確認。

（左手前）旧ＪＲ江差駅跡地には１棟４戸の建物が

３棟建設される。

（左奥）南が丘小学校前から南が丘へ抜ける道路の

整備予定地を視察。どのように整備されるか建設

水道課長から説明を受けた。

（上）防災備蓄センターで

防災担当者から、備蓄品

等について説明があった。

防災時使用する紙製の洋

式トイレに触れてみる。

厚さがあり丈夫に出来て

いる。

（右）賞味期限が切れた水

でも生活用水へまわし使

用出来る。

問　

防
災
備
蓄
セ
ン
タ
ー
の
備

　

蓄
品
の
更
新
、
備
蓄
計
画
は
。

答　

町
災
害
備
蓄
計
画
に
基
づ

　

い
て
い
る
。
28
年
度
は
約

　

27
万
円
。
保
有
数
が
足
り
な

　

い
も
の
等
も
あ
る
。
セ
ブ
ン

　

イ
レ
ブ
ン
ジ
ャ
パ
ン
と
供
給

　

協
力
の
締
結
を
し
て
お
り
、

　

流
通
在
庫
備
蓄
と
し
て
調
達

　

し
て
頂
け
る
こ
と
に
な
っ
て

　

い
る
。

問　

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

　

作
り
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　

名
簿
の
活
用
を
防
災
計
画

　

に
規
定
し
た
。
準
備
を
し
て

　

い
る
最
中
で
あ
り
、
対
象
と

　

な
る
方
に
対
し
て
、
文
書
で

　

今
後
依
頼
す
る
こ
と
に
な
る
。

委 員 会 質 疑
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決
算
審
査
特
別
委
員
会

◆総括的事項（抜粋）

< 地域の現状 >

・安心・安全な町民生活の保持、そして将来に向けたまちづくりのために

　は、新たな投資も必要であり、継続性と進展性を兼ね備えた有効な施策の

　推進が必要である。

<事務執行>

・平成29年度の公会計制度移行に向け、会計事務の適正な執行と財務諸表に

　関する知識向上をお願いしたい。

◆予算執行等について（抜粋）

<未収金対策>

・町民の公平負担の原則を再認識し、法令制度を遵守し、徹底した収納体制

　と滞納管理の確立に努められたい。

<地方債償還>

・財政規模に対する元利償還金の推移に留意した、財政健全化に向けた一層

　の取り組みが求められる。

◆むすび（抜粋）

・北海道第１号として「日本遺産」に認定された。厳しい時代だからこそ、

　希望を持って「まちづくり」を進めていく。町民一丸となって行動し「ま

　ち」を次代に引き継いでいく。そして誰もが「このまちに住んで良かっ

　た」そう言える「まち」「まちづくり」を願うものである。

・ひとつひとつの積み重ねが、このまちの将来を担っていると言っても過言

　ではない。職員各位の意欲と発想、行動力に大きく期待し、行政執務にあ

　たられることを切望するものである。

　「監査委員」は、町の財務に関

する事務の執行や経営に係る事業

の管理などが、法令等に従って適

正に行われているかどうか、効率

的効果的かどうかという観点か

ら、議会とは別組織として各種監

査や審査等を行う機関です。

　議会に対し、平成２７年度各会

計決算は適正としながらも、何点

か意見が付されました。

◆
開
陽
丸
船
体
の
改
修
に
つ
い

て
、
補
助
制
度
、
財
政
負
担
、
改

修
方
法
等
、
開
陽
丸
財
団
と
検
討

を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
、
如
何

か
。

（
町
長
）
開
陽
丸
船
体
の
改
修
は

容
易
で
は
な
い
。
仕
様
書
の
策
定

等
次
年
度
で
検
討
し
た
い
。
財
団

側
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
し
っ
か

り
と
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
交
付
金
の
制

度
内
容
に
つ
い
て
、
町
民
に
分
か

り
や
す
い
方
法
で
周
知
す
べ
き
で

な
い
か
。

（
町
長
）
江
差
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を
推
進
す

る
た
め
の
ア
ク
セ
ル
的
な
役
割
と

町
長
・
教
育
長
総
括
質
疑

　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
議
が
、
各
課
の
担
当
者
へ
の
質
疑

の
ほ
か
に
、
町
の
基
本
的
な
考
え
方
の
確
認
や
大
き
な
課
題
に
関

し
て
、
町
長
へ
（
今
年
は
教
育
長
へ
の
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
）
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

し
て
創
設
し
た
制
度
。
町
広
報
誌

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
を

図
っ
て
き
た
が
、
広
報
紙
へ
の
掲

載
を
複
数
回
行
う
等
、
工
夫
を
こ

ら
し
て
い
き
た
い
。

◆
町
有
地
の
売
却
に
つ
い
て
、
強

力
に
推
進
す
べ
き
で
な
い
か
。

（
町
長
）
奨
励
金
制
度
を
創
設
す

る
等
売
却
に
努
め
て
い
る
が
１
件

に
留
ま
っ
て
い
る
。
他
の
市
町
村

の
事
例
を
研
究
す
る
等
、
現
行
の

制
度
の
見
直
し
を
検
討
し
、
売
却

が
促
進
さ
れ
る
よ
う
な
政
策
を
早

急
に
構
築
し
、
周
知
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

◆
町
営
住
宅
の
整
備
と
入
居
条
件

の
緩
和
に
つ
い
て
。

（
町
長
）
予
算
の
範
囲
内
で
補
修

に
努
め
た
い
。
入
居
要
件
の
緩
和

に
つ
い
て
は
将
来
的
に
適
正
化
が

一
定
程
度
進
ん
だ
折
に
、
入
居
率

等
の
数
値
を
鑑
み
な
が
ら
方
針
の

転
換
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
て
い

る
。
現
状
、
住
宅
困
窮
者
の
住
宅

と
い
う
位
置
付
け
を
堅
持
し
、
緩

和
は
し
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。

◆
集
会
施
設
等
の
修
繕
及
び
備
品

整
備
と
管
理
の
一
元
化
に
つ
い
て

（
町
長
）
建
物
自
体
の
大
規
模
な

修
繕
を
進
め
て
き
た
が
、
北
海
道

の
制
度
を
利
用
し
、
ト
イ
レ
の
男

女
兼
用
の
解
消
を
す
る
た
め
の
改

修
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

備
品
に
つ
い
て
は
、
現
行
予
算

の
中
で
対
応
し
て
い
き
た
い
。
机

や
椅
子
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
予

算
の
執
行
残
で
の
購
入
や
施
設
間

の
バ
ラ
つ
き
の
平
準
化
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

　

集
会
施
設
の
一
元
化
に
つ
い
て

は
、
現
状
、
管
理
運
営
上
、
特
段

の
支
障
が
生
じ
て
い
る
状
況
に
な

い
こ
と
か
ら
、
現
状
の
ま
ま
で
管

理
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

平成 28 年度決算に対する監査委員からの審査意見

近藤偉喜代表監査委員（手前）と若山明廣議

会選出監査委員（奥）



議会だより ８

議員にとって「一般質問」は、

議場という公の場で、町長や教

育長に対して町政運営の考え方

や将来に対する方針を質すこと

ができる唯一の場です。

◆質問は要約されています◆

　議会だよりのスペースの都合上、質

問・答弁は要約したものを載せています。

◆表示の説明◆

　文中の再、再再はそれぞれ再質問、

再再質問を表します。

一

般

質

問

五
議
員
が
町
政
を
問
う

定例会で次のとおり、町長が行政報告しました。

【町長行政報告】

１　旧江差駅跡地の土壌汚染対策法の規定による形質変更

　時要届出区域の解除について

　旧江差駅跡地で基準を超える鉛及びその化合物が検出さ

れたため、汚染土壌除去工事を行った。除去後の水質検

査で基準を超えなかったことから、措置完了報告書を提出

し、届出区域が解除され、安心・安全な土壌となった。

２　北海道日本ハムファイターズ北海道１７９市町村応援

　大使２０１８の決定について

　去る11月26日にファ

イターズ「ファンフェ

スティバル2017」にて

抽選会が行われ、杉谷

拳士選手と市川友也選

手が2018年江差町応援

大使に決定した。今後

は、町広報誌やホームページ等の掲載に起用したり、各種

イベント等に選手が協力することが可能となることから、

ファイターズと協議を行いながら様々な形で地域の活性化

のお手伝いをして頂きたいと考えている。

３　寄付採納について

・千葉県　鈴木　益躬様

　絵画「浅春の鴎島」

　（時価５４０万円相当・町政発展のために）

・北海道旅客鉄道株式会社　代表取締役　島田　修様

　現金３，２２１万７，８６９円（旧江差駅の解体におけるア

　スベスト、土壌汚染除去等の費用に相当する額として）

・株式会社　前田組　代表取締役社長　前田　憲男様

　ウインドブレーカー１７着、のぼり５セット

　（２５万円相当）

・有限会社グループホーム和　代表取締役　中川恵美子様

　横断幕１セット（５万円相当）

　いずれもスポーツ少年団活動のためにと北鴎ジュニアバ

レーボール少年団へ寄贈された。

【教育長行政報告】

・江差小学校教諭の逮捕について

　江差小学校の男性教諭が盗撮を目的とする住居侵入の疑

いで逮捕された。捜査中であり限られた情報しか分からな

い中での報告となり、お詫び申し上げたい。

　今後は子どもたちの不安や心配をしっかり受け止め、教

育委員会含め教職員一丸となって、丁寧に話を聞き、心の

ケアをしていきたい。

第 4 回 定 例 会  行 政 報 告

役
場
ロ
ビ
ー
に
飾
ら
れ
て
い
る
等

身
大
パ
ネ
ル
と
サ
イ
ン
入
り
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
。
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12 月定例会　一般質問 塚本　眞 議員（無会派）

カ
が
約
７
千
６
百
万
円
、
ナ

マ
コ
が
１
億
２
千
万
円
、
紅

ず
わ
い
が
に
が
１
億
１
千
万

円
等
。
数
量
的
に
は
少
な
い

が
ニ
シ
ン
が
０
．
８
ト
ン
漁

獲
さ
れ
て
お
り
、
２
月
26
日

に
は
町
内
え
び
す
浜
に
お
い

て
104
年
振
り
の
群
来
が
確
認

さ
れ
た
。

　

漁
業
経
営
は
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お

り
、
次
年
度
に
向
け
て
は
、

江
差
町
漁
業
経
営
基
盤
安
定

対
策
事
業
に
よ
る
漁
具
の
購

入
や
漁
船
保
険
掛
金
の
助
成

を
継
続
し
、
ナ
マ
コ
栽
培
漁

業
研
究
事
業
や
ニ
シ
ン
・
ア

ワ
ビ
・
サ
ケ
の
種
苗
放
流
な

ど
増
養
殖
へ
の
取
り
組
み
に

対
す
る
助
成
を
継
続
し
て
い

く
。
道
を
は
じ
め
、
漁
協
等

の
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
漁
業
経
営
の
安
定

化
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

米
の
生
産
者
は
次
年

度
以
降
の
作
付
に
つ
い
て
、

非
常
に
不
安
を
抱
い
て
い
る

と
思
う
が
、
町
の
認
識
は
。

　

増
養
殖
に
よ
る
資
源
づ
く

り
、
未
利
用
資
源
や
漁
場
の

有
効
活
用
等
、
こ
れ
ま
で
取

り
組
ん
で
き
た
経
過
と
成
果

は
。

　

米
の
直

接
支
払
い
制
度
が
廃
止
と
な

り
、
代
替
対
策
を
求
め
る
声

が
強
く
な
っ
て
い
る
。
対
策

が
明
ら
か
に
な
っ
た
時
点
で

関
係
機
関
と
連
携
し
対
応
を

取
っ
て
い
き
た
い
。

　

漁
業
対
策
は
平
成
30
年
以

降
の
具
体
的
な
対
策
が
示
さ

れ
て
い
な
い
。
増
養
殖
対
策

を
継
続
し
な
が
ら
、
漁
業
者

の
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

　

町
で
支
援
し
て
い

る
農
業
機
械
等
導
入
助
成

は
、
よ
り
運
用
し
や
す
い
方

法
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

の
で
は
。

　

漁
場
の
有
効
活
用
と
放
流

事
業
や
養
殖
事
業
を
強
力
に

推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

の
で
は
。

　

支
援
策

に
つ
い
て
、
改
め
て
し
っ
か

り
検
討
し
た
い
。

　

町
と
し
て
も
し
っ
か
り
と

増
養
殖
の
支
援
策
を
継
続
し

て
実
施
し
て
い
き
た
い
。

　

町
長
の
大
き
な
看
板
事
業

で
あ
り
、
住
み
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
に
対
し
て
こ
の
事

業
は
大
き
く
貢
献
し
て
い
る

が
、
今
年
の
活
用
状
況
は
。

　

平
成
27
年
度
に
策

定
し
た
江
差
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を
加

速
・
進
化
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
に
平
成
28
年
度
に
創
設
し

た
制
度
。
宿
泊
施
設
の
整
備

を
は
じ
め
、
産
業
基
盤
施
設

の
整
備
等
の
ハ
ー
ド
系
事
業

と
、
ま
ち
づ
く
り
や
特
産
品

の
開
発
等
、
地
域
の
活
性
化

に
資
す
る
様
々
な
取
り
組
み

に
対
応
し
た
ソ
フ
ト
系
事
業

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

本
年
度
の
交
付
金
の
利
用

状
況
は
、
ソ
フ
ト
系
事
業
が

９
件
、
空
き
店
舗
改
修
の

ハ
ー
ド
系
事
業
が
１
件
と

な
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
幅
広
く
制
度
の
周

知
に
努
め
、
地
域
に
芽
吹
い

た
様
々
な
動
き
を
大
切
に
育

て
て
い
き
た
い
。

　

ソ
フ
ト
事
業
は
、
利

用
者
目
線
に
立
っ
て
、
分
か

り
や
す
い
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
必

要
。
ハ
ー
ド
事
業
は
、
宿
泊

施
設
の
課
題
や
若
者
の
新
た

な
雇
用
に
対
し
て
非
常
に

有
効
な
施
策
。
町
長
の
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
は
分
か
る
が
、

担
当
課
も
積
極
的
に
可
能

性
の
あ
る
事
業
者
に
出
向

き
、
こ
の
事
業
を
使
っ
て
頂

く
、
そ
う
い
う
方
法
も
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
。

　

ソ
フ
ト
事
業
の
ア
ナ
ウ

ン
ス
は
新
年
度
に
向
け
て

少
し
皆
さ
ん
に
幅
広
く
周

知
を
図
れ
る
仕
組
み
を

作
っ
て
い
き
た
い
。

　

ハ
ー
ド
事
業
は
、
宿
泊
施

設
の
こ
と
は
町
長
が
一
生

懸
命
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
し

て
い
る
が
、
全
課
或
い
は
各

課
の
連
携
を
図
り
な
が
ら

整
え
て
い
き
た
い
。

　

本
年
に
お
け
る
農
業
・
漁

業
に
お
け
る
販
売
状
況
、
収

穫
量
等
も
含
め
、
こ
れ
ら

の
状
況
に
つ
い
て
、
現
況
把

握
と
次
年
度
に
向
け
た
対
策

は
。

　

農
業
に
つ
い
て
、

10
月
末
現
在
の
水
稲
の
販
売

価
格
は
約
３
千
５
百
万
円
。

馬
鈴
薯
は
約
８
千
２
百
万

円
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
約

５
千
２
百
万
円
、
ア
ス
パ
ラ

は
約
６
千
２
百
万
円
等
。

　

次
年
度
に
向
け
た
対
策

は
、
安
定
的
な
農
業
経
営
を

維
持
・
発
展
さ
せ
て
い
く
た

め
、
農
業
の
労
働
力
の
確
保

や
合
理
的
な
耕
作
手
法
の
開

拓
、
地
域
に
あ
っ
た
効
果

的
・
効
率
的
な
農
業
用
施
設

の
整
備
や
基
盤
整
備
事
業
へ

の
取
り
組
み
、
ほ
場
の
大
区

画
化
等
の
対
策
が
必
要
。
ま

た
、
積
極
的
に
新
規
就
農
者

の
増
加
を
図
り
た
い
。
そ
の

た
め
に
、
振
興
局
や
普
及
セ

ン
タ
ー
、
Ｊ
Ａ
等
関
係
機
関

と
一
層
関
係
を
深
め
、
協
力

を
図
り
な
が
ら
、
各
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

漁
業
に
つ
い
て
は
、
１
月

か
ら
11
月
末
ま
で
の
水
揚
げ

は
数
量
で
約
９
６
０
ト
ン
、

金
額
で
約
５
億
５
千
万
円
と

な
っ
て
お
り
、
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
る
。
ス
ル
メ
イ

「
本
年
の
農
業
・
漁
業
の
販
売
状
況
（
今
後

　

の
見
込
み
）
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
」

「
江
差
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
交
付
金
の

　
　
　
　
　
　

活
用
状
況
に
つ
い
て
」

昨年の９月に南が丘小学校５年生が、米作りの大

変さや作物を育てることの大切さについて学ぶた

め、稲刈り体験を越前町で行った。

まちづくり推進交付金の地域ブランド開発等

支援事業で、紅ずわいがにのパッケージ制作

を支援。紅ずわいがには、ふるさと納税の返

礼品の中でも人気の商品となっている。

町
長

再産
業
振
興
課
長

再
再

産
業
振
興
課
長

町
長

再

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
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北
部
地
域
の
土
地
改
良
施

設
の
基
盤
整
備
に
つ
い
て
、

現
在
ど
の
よ
う
な
検
討
や
受

益
者
と
の
協
議
を
行
っ
て
い

る
の
か
。
事
業
規
模
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

　

土
地
改
良
区
の
事
務
所
に

つ
い
て
、
町
農
業
管
理
セ
ン

タ
ー
へ
移
転
す
べ
き
と
考
え

る
が
。　

北
部
地
域
で
は
、

昭
和
50
年
代
に
ほ
場
整
備
事

業
が
実
施
さ
れ
、
用
排
水
施

設
が
老
朽
化
し
て
い
る
。

　

農
家
戸
数
の
減
少
や
高
齢

化
が
進
み
、
非
効
率
的
な
営

農
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
道
営
に
よ

る
ほ
場
整
備
事
業
を
念
頭
に

地
域
に
合
っ
た
効
果
的
・
効

率
的
な
基
盤
整
備
の
在
り
方

を
検
討
す
べ
く
、
農
業
生
産

基
盤
整
備
方
向
検
討
会
を
開

催
し
て
き
た
。

　

基
盤
整
備
に
つ
い
て
、
工

種
や
整
備
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
慎
重
に
重
ね
、
事

務
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

土
地
改
良
区
の
事
務
所
に

つ
い
て
は
、
町
農
業
管
理
セ

ン
タ
ー
に
移
転
で
き
な
い

か
、
檜
山
振
興
局
と
協
議
を

し
て
き
た
。
補
助
金
を
導
入

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
補
助

金
返
還
と
な
る
可
能
性
が
あ

り
、
諸
課
題
を
整
理
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後
、
関

係
機
関
と
引
き
続
き
協
議
を

し
て
い
き
た
い
。

　

農
地
基
盤
整
備
事
業

に
は
そ
れ
な
り
の
職
員
数
が

必
要
で
は
な
い
か
。
体
制
等

ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
な
の

か
。

　

か
な
り

の
事
務
量
が
予
想
さ
れ
る
。

計
画
が
明
ら
か
に
な
っ
た
時

点
で
人
員
に
つ
い
て
も
、
ど

の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
く

の
か
、
関
係
機
関
と
し
っ
か

り
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　

江
差
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
中
核

と
な
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
事
業
に
つ

い
て
、
将
来
の
在
る
べ
き
姿

を
ど
の
よ
う
に
描
い
て
い

る
か
。
ま
た
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
含
め
、
事
業
が

ど
う
進
ん
で
い
く
の
か
。

　

平
成
27
年
度
に
策

定
し
た
江
差
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
お

け
る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の

中
で
、
江
差
町
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の

形
成
・
確
立
を
位
置
付
け
て

い
る
。
ま
た
、
平
成
28
年
度

に
は
、
古
く
て
新
し
い
ま
ち

江
差
観
光
戦
略
書
を
策
定

し
、
町
の
実
情
に
適
し
た
江

差
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
デ
ザ
イ
ン
の

構
築
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

実
質
的
に
ス
タ
ー
ト
と
な

る
今
年
度
は
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
設
立

の
た
め
に
、
具
体
的
か
つ
現

実
的
な
組
織
体
制
及
び
経
営

戦
略
等
に
関
す
る
調
査
研
究

の
実
施
及
び
提
案
を
委
託
し

な
が
ら
取
り
進
め
て
い
る
。

　

江
差
町
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
設
立

に
向
け
て
は
、
組
織
の
在
り

方
や
運
営
体
制
、
収
支
計
画

等
に
関
し
て
、
こ
の
委
託
に

よ
る
案
を
叩
き
台
と
し
な
が

ら
、
今
年
６
月
に
設
立
し
た

江
差
町
観
光
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
の
中
で
協
議
し
て
い
き

た
い
。

　

平
成
29
年
度
の
江
差

観
光
ま
ち
づ
く
り
商
社
（
仮

称
）
の
設
立
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。
ま
た
、
ぷ
ら
っ
と

江
差
に
つ
い
て
、
現
在
商
工

会
に
事
務
処
理
等
を
任
せ
て

い
る
が
、
来
年
度
か
ら
、
ど

の
よ
う
な
体
制
で
行
っ
て
い

く
の
か
。

　

平
成
29

年
度
法
人
設
立
を
目
標
に
掲

げ
て
、
関
係
課
と
連
携
・
協

議
し
進
め
て
き
た
が
、
具
体

的
な
構
築
に
も
う
少
し
時
間

を
か
け
た
い
。
早
期
に
設
立

出
来
る
よ
う
、
関
係
部
署
と

協
議
を
加
速
し
て
い
く
。
仮

に
法
人
設
立
が
遅
れ
た
と
し

て
も
、
先
行
的
に
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
ぷ
ら
っ
と
に
つ
い

て
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
事
業
と
し
て
進

め
る
こ
と
を
最
優
先
で
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

　

ぷ
ら
っ
と
江
差
の
運
営
体

制
等
、
現
在
Ｄ
Ｍ
Ｏ
事
業
化

に
向
け
、
こ
れ
か
ら
の
可
能

性
を
探
っ
て
い
る
。
５
名
体

制
で
、
し
っ
か
り
役
割
分
担

を
定
め
、
体
制
整
備
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

い
に
し
え
資
源
研

究
会
の
企
画
で
、
体
験
観
光

メ
ニ
ュ
ー
を
実
施
す
る
に
当

た
り
、
対
鴎
館
の
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
進
め
る
話
が
あ
っ

た
が
、
ど
う
い
う
理
由
で
選

ん
だ
の
か
。

　

平
成
29

年
度
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
事
業
予
算

の
大
き
な
柱
に
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
入
っ
て
い
る
。
対

鴎
館
は
古
い
時
代
の
建
築
物

で
非
常
に
趣
が
あ
り
、
見
晴

ら
し
も
素
晴
ら
し
い
。
地
域

住
民
の
活
用
だ
け
で
な
く
、

観
光
客
等
の
も
て
な
し
の
場

所
、
体
験
観
光
の
拠
点
の
一

つ
と
し
て
考
え
て
い
る
。

「
江
差
町
に
お
け
る
農
業
政
策
に
つ
い
て
」

「
Ｄ
Ｍ
Ｏ
事
業
に
つ
い
て
」

水 堀 町 に あ る 農 業 管 理 セ ン

ター（上）と江差土地改良区

事務所（左）

昨
年
12
月
に
行
わ
れ
た
江
差
町
観
光
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
の
よ
う
す
。

町
長

再追
分
観
光
課
長

再
再

追
分
観
光
課
長

町
長

再産
業
振
興
課
長
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都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が

ら
方
向
性
を
検
討
し
て
い
く

と
あ
る
が
、
進
捗
状
況
と
着

工
に
向
け
た
年
次
計
画
は
。

　

跡
地
は
砕
石
が
ひ
か
れ
た

ま
ま
で
危
険
。
簡
易
な
整
備

を
す
る
べ
き
で
は
。

　

新
地
の
バ
ス
停
を
簡
易
で

も
待
合
室
を
設
置
す
べ
き
で

は
。

　

都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
を
３
か
年
か
け

て
作
成
し
、
こ
れ
ら
と
整
合

性
を
図
る
こ
と
は
重
要
な
視

点
。
跡
地
に
つ
い
て
、
一
定

の
時
間
を
か
け
て
検
討
す
べ

き
と
判
断
し
、
現
段
階
で
年

度
を
示
す
ま
で
の
材
料
が

整
っ
て
い
な
い
。

　

跡
地
の
景
観
美
化
活
動
を

商
工
会
へ
お
願
い
し
、
江
差

建
設
協
会
や
フ
ラ
ワ
ー
マ
ス

タ
ー
の
会
江
差
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
頂
き
、
花
壇
整
備

を
行
っ
た
。
土
地
の
簡
易
整

か
。
駅
前
の
資
料
館
に
つ
い

て
、
相
手
の
事
情
も
あ
る

が
、
も
っ
と
早
く
対
応
す
べ

き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

旧
花
月
は
、

ご
家
族
と
の
認
識
の
ず
れ
が

少
し
出
て
し
ま
っ
た
と
思
っ

て
い
る
。
江
差
駅
の
跡
地
で

土
壌
汚
染
問
題
等
、
想
定
外

の
こ
と
も
あ
り
事
務
が
遅
れ

て
し
ま
っ
た
。
来
年
春
の

オ
ー
プ
ン
で
進
め
て
い
き
た

い
。

　

年
度
内
の
早

期
に
誠
意
を
も
っ
て
対
応

し
、
整
理
さ
せ
て
頂
き
た

い
。
駅
前
に
つ
い
て
は
遅
れ

た
部
分
は
お
詫
び
申
し
上
げ

た
い
。
雪
解
け
待
っ
て
オ
ー

プ
ン
に
こ
ぎ
つ
け
た
い
。

　

部
活
動
の
実
態
と
指
導
体

制
、
顧
問
の
負
担
軽
減
策
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。
顧
問

の
外
部
委
託
、
指
導
員
制
度

の
導
入
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の

サ
ポ
ー
ト
体
制
は
。

　

小
中
学
校
体
育
館
の
一
般

開
放
を
積
極
的
に
進
め
る
べ

き
で
は
。

　

野
球
部
と
女

子
バ
レ
ー
部
は
江
差
・
江
差

北
合
同
で
練
習
を
実
施
し
て

い
る
。
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が

部
活
動
に
入
部
し
、
指
導
体

制
は
２
人
以
上
の
複
数
体
制

で
配
置
。
負
担
軽
減
策
は
、

週
最
低
１
回
の
部
活
動
休
止

日
の
設
定
や
時
間
の
短
縮
等

に
努
め
て
い
る
。

　

外
部
指
導
者
は
、
両
校
で

特
に
必
要
性
を
感
じ
て
い
な

い
、
想
定
し
て
い
な
い
と
返

事
を
頂
い
て
い
る
。
サ
ポ
ー

ト
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員

会
バ
ス
の
運
行
支
援
や
体
育

館
使
用
料
の
減
免
、
団
体
活

動
費
の
助
成
等
を
行
っ
て
い

る
。

　

一
般
開
放
は
学
校
行
事
等

に
支
障
の
な
い
範
囲
で
土
日

を
含
め
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
い

と
い
う
子
ど
も
の
視
点
が
欠

け
て
い
る
。
外
部
指
導
者
を

入
れ
て
や
る
べ
き
。
役
場
職

員
に
も
指
導
出
来
る
人
は
い

る
。
費
用
を
か
け
ず
、
教
員

の
負
担
軽
減
に
も
な
る
の
で

は
。

　

部
活
動

の
基
本
的
な
考
え
は
勝
利
至

上
主
義
は
取
ら
な
い
方
針
。

体
力
向
上
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
や
社
会
性
の
向

上
を
目
的
に
し
て
お
り
、
外

部
指
導
者
を
入
れ
る
こ
と
で

目
的
が
損
な
わ
れ
る
可
能
性

が
無
い
訳
で
は
な
い
。
町
職

員
の
指
導
の
レ
ベ
ル
等
を
考

え
た
時
、
検
討
が
必
要
。

　

要
は
や
る
気
。
子

ど
も
た
ち
の
ニ
ー
ズ
を
く
み

取
る
べ
き
。
役
場
職
員
で
あ

れ
ば
教
職
員
と
交
流
も
あ
り

す
ん
な
り
入
っ
て
い
け
る
。

児
童
生
徒
に
夢
を
持
た
せ
る

施
策
を
実
行
し
て
い
く
べ

き
。

　

優
秀
な
学
生

が
伸
び
る
よ
う
、
最
大
限
の

支
援
を
し
た
い
。

　

指
導
者
に
つ
い
て
は
、
役

場
職
員
を
含
め
指
導
可
能
な

人
材
が
い
る
の
か
、
ど
う
す

れ
ば
学
校
で
部
活
動
が
指
導

出
来
る
よ
う
に
な
る
か
等
、

学
校
だ
け
で
な
く
、
教
育
委

員
会
含
め
今
後
検
討
し
て
い

き
た
い
。

「
旧
江
光
ビ
ル
跡
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
」

「
選
挙
公
約
と
町
政
執
行
方
針
の

　
　
　
　
　
　 
達
成
に
つ
い
て
」

　

都
市
に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
開
設
、
温
泉
熱
を
利
用
し

た
高
単
価
農
作
物
の
生
産
体

制
強
化
に
つ
い
て
の
見
通
し

は
。

　

か
も
め
島
上
の
旧
花
月
の

協
議
、
旧
江
差
駅
資
料
展
示

施
設
の
進
捗
状
況
は
。

　

大
都
市
を
拠
点
と

し
て
販
促
活
動
等
を
行
う
こ

と
は
大
変
重
要
と
考
え
て
い

る
が
、
第
一
歩
と
し
て
既
存

店
舗
や
催
事
等
を
活
用
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て

い
る
。
管
内
７
町
の
連
携
事

業
等
、
広
域
連
携
に
よ
る
取

り
組
み
も
行
っ
て
い
る
。

　

高
単
価
な
農
作
物
の
生
産

体
制
強
化
に
つ
い
て
は
、
農

業
者
を
は
じ
め
、
関
係
機
関

と
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら

温
泉
熱
活
用
を
含
め
た
効
率

的
・
効
果
的
な
作
目
や
品
種

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

旧
花
月
は
、
引
き
続
き
丁

寧
に
協
議
を
し
、
年
度
内
早

期
の
協
議
を
整
え
た
い
。
旧

江
差
駅
前
の
空
き
店
舗
を
活

用
し
た
資
料
展
示
に
つ
い
て

は
、
ご
家
族
の
不
幸
等
考
慮

す
べ
き
事
情
等
が
あ
り
、
ず

れ
込
ん
で
い
る
。
３
月
末

オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
い

る
。　

旧
花
月
に
つ
い
て
、

誠
意
を
持
っ
て
話
し
合
い

を
す
る
し
か
な
い
の
で
は
。

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の

旧
江
光
ビ
ル
跡
地
で
は
、
夏
場
は
色
と

り
ど
り
の
花
が
植
栽
さ
れ
た
花
壇
が
、

冬
場
は
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
さ
れ
て

い
る
。

「
学
校
及
び
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
振
興
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て
」

教
育
長

再学
校
教
育
課
長

再
再教

育
長

備
或
い
は
バ
ス
待
合
所
の

設
置
は
、
ま
ず
役
場
内
で
検

討
を
行
い
た
い
。

町
長

町
長

再

財
政
課
長

副
町
長

南が丘小学校体育館での一般開放の

ようす。
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江
差
追
分
全
国
大
会
の
出

場
者
を
町
内
に
宿
泊
さ
せ
る

た
め
、
一
般
住
宅
を
有
料
で

泊
め
る
イ
ベ
ン
ト
民
泊
の
制

度
を
活
用
し
た
が
、
結
果
は

ど
う
だ
っ
た
の
か
。
自
宅
提

供
者
は
何
件
で
、
利
用
者
の

人
数
を
十
分
満
た
す
こ
と
が

で
き
た
の
か
。
ト
ラ
ブ
ル
は

な
か
っ
た
の
か
。
意
見
や
感

想
等
、
何
か
声
を
聞
い
て
い

る
の
か
。

　

民
泊
受
け
入
れ
に

協
力
頂
い
た
の
は
、
14
の
ご

家
庭
で
15
の
建
物
、
宿
泊
実

績
は
実
数
で
75
人
、
大
会
期

間
中
の
延
べ
数
は
194
人
。
宿

泊
要
望
全
て
受
け
入
れ
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

自
宅
提
供
者
か
ら
、
宿
泊

者
に
喜
ん
で
も
ら
え
て
良

か
っ
た
と
い
う
コ
メ
ン
ト
に

併
せ
、
宿
泊
者
の
応
援
で
大

会
を
観
覧
し
た
り
、
成
績
が

気
に
な
っ
た
り
、
久
し
ぶ
り

に
江
差
追
分
を
聴
い
た
り
、

全
国
大
会
が
身
近
に
感
じ
ら

れ
た
と
い
う
感
想
も
聞
か

れ
、
イ
ベ
ン
ト
民
泊
の
実
績

に
よ
り
、
町
民
と
江
差
追
分

を
近
づ
け
る
機
会
に
も
寄
与

し
た
と
総
括
し
て
い
る
。
一

方
で
、
利
用
者
か
ら
は
、
町

内
に
宿
泊
出
来
て
良
か
っ
た

と
い
う
感
想
が
最
も
多
く
聞

か
れ
、
さ
ら
に
自
宅
提
供
者

か
ら
の
歓
迎
、
お
も
て
な
し

に
対
す
る
感
謝
と
お
礼
の
言

葉
が
多
く
見
ら
れ
た
。

　

今
回
初
め
て
の
取
り
組

み
で
も
あ
り
、
反
省
点
も

少
な
く
な
い
。
１
つ
に
は
、

海
外
の
方
の
受
け
入
れ
も

１
組
あ
り
、
生
活
習
慣

の
違
い
で
自
宅
提
供
者

が
少
し
苦
労
さ
れ
た
と

伺
っ
た
。
今
後
の
民
泊

推
進
に
お
い
て
は
、
双

方
に
文
化
の
違
い
の
対

策
に
つ
い
て
、
事
前
に

伝
え
る
必
要
性
を
強
く

感
じ
た
。
ま
た
、
宿
泊

施
設
と
宿
泊
申
込
者
の

マ
ッ
チ
ン
グ
に
多
大
な

時
間
と
労
力
を
費
や
し

た
。
次
年
度
に
向
け
て

は
、
利
用
者
か
ら
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
を
民
泊

受
け
入
れ
協
力
者
へ
、

し
っ
か
り
お
伝
え
し
、

自
宅
提
供
者
、
宿
泊
者

双
方
に
喜
ば
れ
る
イ
ベ

ン
ト
民
泊
の
継
続
性
や

効
率
の
よ
い
仕
組
み
作

り
を
目
指
し
、
定
着
と

充
実
を
目
指
し
て
い

く
。

　

包
括
支
援
係
で
や
っ
て
い

る
ま
ち
カ
フ
ェ
に
は
た
く
さ

ん
の
中
学
生
・
高
校
生
が
参

加
し
、
活
気
付
い
て
い
る
。

彼
ら
は
、
こ
の
町
で
生
活
し
、

過
疎
の
こ
と
や
高
齢
化
等
を

肌
で
感
じ
、
不
便
な
バ
ス
通

学
で
、
色
々
な
こ
と
を
感
じ

な
が
ら
、
意
見
を
発
表
し
て

く
れ
る
。
そ
し
て
、
感
じ
る

こ
と
は
郷
土
愛
が
強
い
。
選

挙
権
も
18
歳
か
ら
と
な
り
、

こ
の
際
、
中
学
生
・
高
校
生

た
ち
に
、
も
っ
と
地
域
や
政

治
の
こ
と
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
い
、
大
人
と
違
っ
た
発

想
の
提
案
を
得
る
た
め
、
学

生
議
会
の
開
催
は
如
何
か
。

　

ま
た
、
選
挙
の
投
票
率
の

向
上
に
繋
が
る
の
で
は
。
前

回
の
衆
議
院
議
員
選
挙
の
時

の
18
歳
、
19
歳
の
投
票
率
は

ど
の
く
ら
い
だ
っ
た
の
か
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
政

治
へ
の
関
心
と
い
う
観
点
で

は
、
江
差
北
中
学
校
に
よ
る

議
会
傍
聴
や
、
道
選
管
・
町

選
管
に
お
い
て
江
差
高
校
で

の
模
擬
投
票
、
江
差
高
校
と

江
差
高
等
看
護
学
院
へ
の
啓

発
活
動
も
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
教
育
委
員
会
で
の

ふ
る
さ
と
学
習
の
一
環
と
し

て
、
江
差
中
学
校
の
全
校
生

徒
に
対
し
、
私
か
ら
の
講
話

や
町
内
小
中
学
校
の
児
童
生

徒
と
給
食
を
と
も
に
し
、
会

話
す
る
中
で
ま
ち
づ
く
り
へ

の
関
心
を
抱
い
て
ほ
し
い
と

い
う
想
い
か
ら
、
学
校
へ
も

積
極
的
に
出
向
い
て
き
た
。

　

政
治
、
地
域
へ
の
関
心
、

豊
か
な
発
想
を
得
る
た
め

に
、
学
生
議
会
は
有
効
な
方

策
と
考
え
る
が
、
江
差
高
校

の
場
合
は
、
江
差
町
出
身
者

以
外
の
生
徒
も
お
り
、
課
題

も
あ
る
。
そ
の
他
の
方
策
も

模
索
し
な
が
ら
、
教
育
委
員

会
を
は
じ
め
、
各
学
校
と
も

十
分
協
議
し
た
上
で
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　

10
月
22
日
に
執
行
さ
れ
た

衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
の
18

歳
、
19
歳
の
投
票
率
は
126
人

中
64
人
の
投
票
で
50
．
79
％
、

こ
の
う
ち
高
校
生
の
投
票
者

数
は
30
人
中
23
人
で
、
投
票

率
76
．
67
％
と
な
っ
た
。

（上）全国大会会場では、観客も楽しめるよう

各種販売ブースが設けられている。

「
追
分
大
会
の
イ
ベ
ン
ト
民
泊
に
つ
い
て
」

「
学
生
議
会
（
中
高
生
）
の
開
催
に
つ
い
て
」

（下）多くの人でにぎわった昨年の

江差追分全国大会。

昨年 12 月 12 日に行われたまちカフェのようす。

町
長

町
長
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介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢

者
保
険
料
は
制
度
改
正
に
よ

り
ど
の
程
度
の
負
担
増
が
見

込
ま
れ
る
か
。
国
保
税
、
水

道
料
等
、
低
所
得
者
の
個
別

の
状
況
に
勘
案
し
た
対
応
に

な
っ
て
い
る
か
。

　

各
種
減
免
制
度
が
あ
る

が
、
具
体
的
な
説
明
を
し
て

い
る
の
か
。

　

介
護
保
険
料
は
現

在
算
出
作
業
を
進
め
て
い

る
。
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
は
、
広
域
連
合
で
保
険
料

を
試
算
し
て
い
る
。
支
払
い

が
困
難
な
世
帯
は
、
各
所
管

課
に
お
い
て
個
別
相
談
を
行

い
、
現
状
等
を
聞
き
取
り
し

な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た

分
納
等
に
よ
る
対
応
を
し
て

い
る
。

　

各
種
減
免
制
度
は
広
報
等

を
通
じ
て
各
世
帯
へ
の
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

個
別
相
談
等
で
説
明
し
て
い

る
。　

介
護
保
険
料
仮
算
定

の
数
字
は
。
介
護
保
険
料
の

ペ
ナ
ル
テ
ィ
は
あ
る
の
か
。

減
免
規
定
が
あ
る
が
該
当
者

は
い
る
の
か
。

　

現
在
の

介
護
保
険
料
の
お
お
よ
そ

２
％
か
ら
６
％
で
の
増
で
算

定
し
て
い
る
。
ペ
ナ
ル
テ
ィ

（
滞
納
者
に
対
す
る
給
付
制

限
）
を
し
て
い
る
方
は
い
な

い
。
認
定
申
請
等
窓
口
で
滞

納
確
認
し
、
相
談
し
て
い
る
。

減
免
者
も
い
な
い
。

　

後
期
高

齢
者
保
険
料
で
ペ
ナ
ル
テ
ィ

を
課
し
て
い
る
方
は
い
な
い
。

　

国
保
税
の

減
免
は
生
活
保
護
等
の
関
係

か
ら
１
件
あ
っ
た
。

　

国
保
税
の
減
免
に

つ
い
て
、
天
災
や
病
気
な
ど

突
発
的
な
対
応
が
な
い
。
介

護
保
険
も
減
免
が
具
体
的
に

活
か
さ
れ
て
い
な
い
の
で

は
。

　

周
知
の

方
法
は
制
度
が
伝
わ
る
よ
う

内
部
で
協
議
し
た
い
。

　

み
ど
り
豊
か
な
生
活
環
境

を
つ
く
る
こ
と
は
、
日
本
で

最
も
美
し
い
村
等
で
重
要
な

こ
と
。
町
有
地
や
道
路
の
街

路
樹
の
維
持
・
管
理
に
つ
い

て
、
ど
う
い
う
基
準
で
進
め

て
い
る
の
か
。

　

街
路
樹
は
倒
木
の

危
険
性
が
あ
る
場
合
等
は
枝

払
い
や
伐
採
等
で
対
応
し
て

い
る
。
緑
地
は
年
に
数
回
草

刈
り
を
行
っ
て
い
る
。
適
切

な
管
理
に
一
層
努
め
た
い
。

　

町
の
財
産
は
一
定
の

基
準
で
や
る
べ
き
。
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
取
り

込
む
べ
き
。　

ど
う
い
っ
た

基
準
で
管
理
す
べ
き
か
少
し

勉
強
し
た
い
。

　

緑
化
推

進
に
つ
い
て
、
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
中
で
十
分
留
意
し
た

い
。

　

樹
木
の
管
理
は
。

　

作
業
員
が
伐

採
、
高
齢
者
事
業
団
に
委
託

す
る
方
法
。
丁
寧
に
対
応
し

て
い
き
た
い
。

「
高
齢
者
・
低
所
得
者
の
負
担
増
に
対
策
を
」

「
町
住
と
空
き
家
対
策
、
高
齢
者
の
住
宅

　
　
　
　
　
　
　
　

問
題
を
総
合
的
に
」

　

公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計

画
の
目
標
管
理
戸
数
等
で
、

民
間
の
空
き
家
等
の
活
用
を

検
討
し
て
い
る
の
か
。
町
営

住
宅
の
建
て
替
え
計
画
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。
高
齢
者
の

住
む
住
宅
の
段
差
解
消
等
が

必
要
で
は
。

　

長
寿
命
化
計
画
の

目
標
管
理
戸
数
は
、
民
間
の

空
き
家
の
活
用
を
考
慮
し
て

い
な
い
。

　

建
替
え
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
構
想
期
間
の
10
年
間
で
想

定
し
て
お
り
、
具
体
的
な
年

度
を
想
定
し
て
い
な
い
。
そ

の
時
点
で
の
町
全
体
の
事
業

や
財
政
状
況
等
も
含
め
、
判

断
し
て
い
く
が
、
可
能
な
限

り
早
い
段
階
で
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　

入
居
者
の
約
50
％
が
、
高

齢
者
が
い
る
世
帯
。
大
規
模

な
改
修
で
は
な
く
、
手
す
り

等
で
対
応
出
来
な
い
か
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　

長
寿
命
化
計
画
で

は
、
民
間
の
住
宅
の
活
用
を

十
分
に
検
討
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
準
公
営
住

宅
等
、
議
論
し
て
い
く
べ
き

で
は
。

　

検
討
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題

だ
と
認
識
し
て
い
る
。
現
時

点
で
は
既
存
の
町
営
住
宅
の

統
廃
合
、
管
理
戸
数
の
適
正

化
が
必
要
。
併
せ
て
民
間
の

活
用
の
検
討
を
し
て
い
き
た

い
。

　

財
政
課
と
情

報
共
有
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

現
状
、
南
が
丘
の
町

営
住
宅
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

　

総
合
的
に
判

断
し
進
め
て
い
る
。

「
町
有
地
の
街
路
樹
・
緑
地
の

　
　
　 

適
正
な
維
持
・
管
理
を
」

　

町
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の

か
。

　

清
掃
セ
ン
タ
ー
の

施
設
機
能
を
維
持
し
つ
つ
、

構
成
町
ご
と
で
リ
サ
イ
ク
ル

の
取
り
組
み
を
図
る
方
向
で

進
ん
で
い
る
。
当
面
は
先
行

し
て
実
施
し
て
い
る
空
き
缶

や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
回
収
に

加
え
、
町
内
会
や
子
ど
も
会

等
の
古
紙
回
収
を
基
本
に
、

近
隣
町
の
取
り
組
み
事
例
も

参
考
に
検
討
し
た
い
。

　

町
民
に
理
解
し
て
も

ら
う
こ
と
に
取
り
組
む
べ
き
。

　

資
源
リ
サ

イ
ク
ル
の
周
知
に
は
、
創
意

工
夫
が
必
要
で
あ
る
こ
と
も

含
め
、
今
後
、
努
め
て
い
く
。

　

町
が
一
定
の
道
筋

を
立
て
て
、
具
体
的
に
や
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

簡
単
な
状
況
で

は
な
い
が
、
具
体
に
行
動
に

表
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

住
民
周
知
に
つ
い
て
も
細
か

に
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

「
町
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
を

　
　
　
　
　
　
　
　 

本
格
的
に
」

町営住宅や町有地の草刈りは高

齢者事業団に委託され、年３回

行われている。

町
長

再

総
務
課
長

再
再

副
町
長

副
町
長

再
再

建
設
水
道
課
長

町
長

再財
政
課
長

町
長

再健
康
推
進
課
長

町
民
福
祉
課
長

税
務
課
長

再
再

健
康
推
進
課
長

町
長

再

財
政
課
長

財
政
課
長

再
再

総
務
課
長
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常任委員会報告

よりよい町づくりのために

　平成 28 年に児童福祉法が大きく改正され、すべての子

どもが、福祉が等しく保障される権利の主体であること

を理念として、改めて明記された（第１条）。そして、子

どもが良好な環境の中で生まれ、社会のあらゆる分野に

おいて、年齢や発達の程度に応じてその意見が尊重され

るなど、子どもが心身ともに健やかに育成されるよう努

めなければならないとしている（第２条第１項）。その上

で地方自治体は、保護者とともに子どもの心身の健やか

な育成に責任を負うとしている（第２条第３項）。

　当町で実施されている子どもの福祉については、「江差

町子ども・子育て支援事業計画」に基づいて実施され、

一定程度、制度として成果の上がっているものがあるが、

さらに子育て環境や子育て支援を積極的に取り組んでい

く必要があると考え、担当者からの聞き取り調査と現地

視察を実施した。

　これらの調査結果について、次のとおり意見を付して

報告する。

＜意見＞

１）乳幼児保育に関して、ニーズが高いものの、保育士

　確保が困難なことから充実していない現状がある。現

　在の保育園の保育士は、臨時の保育士によって運営が

　維持されている。このままの労働環境では、保育士の

　採用などに大きな課題があり、待遇、処遇、労務管理

　などを改善し、保育士の確保に向けた対策を早急に取

　り組むべきである。

２）民間のボランティアによる育児サークルは、子育て

　世代の転勤者が多い江差町の特性を踏まえると、保護

　者の交流の場として大きな役割を果たしている。

　　しかし、ボランティア活動の中で、人手不足や育児

　スペース不足、遊具不足が課題となっており、何らか

　の行政支援を検討すべきである。

３）江差町では、０歳児からオムツやミルク、おしりふき

　などの消耗品に関しての補助制度があるが、近隣町と

　比較しても必ずしも満足できる内容となっていない。

　　子育て対策には、一歩前へ踏み込み、上記対策の充

　実を含め、給食費の助成枠の拡大などの施策が望まし

　いと考える。

４）江差町での充実した子育て環境を作るには、保育園

　等の施設の老朽化に伴う改修及び改善等が必要である。

　　また、都市公園等は計画的な整備が望ましい。特に

　冬期間の子どもの遊戯施設なども検討していくべきで

　ある。

　　加えて、保育園によっては、園外の環境（野生動物）

　に注意すべき園もあり、対策を検討すべきである。

社会文教常任委員会　 『福祉行政に関する事務調査』

　社会文教常任委員会（小林くにこ委員長）は、平成 29 年第２回定例会で事務調査をおこし、８回会議を開催し、担当

課の説明を求めるとともに、子ども福祉現場（保育園や育児サポートサークル）の視察を行い、調査をした結果について、

次のとおり意見を付して報告する。

　総務産業常任委員会（室井正行委

員長）は、平成 29 年第２回定例会

で事務調査をおこし、現在、継続し

て調査を行っている。

（写真）昨年、かもめ島周辺の現地調査を行っ

た。実際に歩きながら、周辺を見て回った。

総務産業常任委員会  『かもめ島周辺の利用計画に関する事務調査』

（
右
）
担
当
課
（
町
民
福
祉
課
・

健
康
推
進
課
）
か
ら
子
育
て
関

連
事
業
等
に
つ
い
て
聞
き
取
り

を
行
っ
た
。

（
左
）
日
明
保
育
園
に
出
向
き
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
状
況

等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

（
右
）
育
児
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ク

ル
キ
テ
ィ
の
状
況
等
を
直
接
見

学
さ
せ
て
頂
き
、
課
題
等
に
つ

い
て
事
務
局
と
意
見
交
換
も

行
っ
た
。
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会　 議　 名 会議日

総務産業常任委員会 社会文教常任委員会 議長
室
井
正
行
（
委
）

若
山
明
廣
（
副
）

薄
木
　
晴
午

小
野
寺
　
真

小
梅
　
洋
子

小
林
く
に
こ
（
委
）

塚
本
　
眞
（
副
）

飯
田
　
隆
一

萩
原
　
　
徹

西
海
谷
　
望

小
笠
原
淳
夫

打
越
東
亜
夫

第 4 回 臨 時 会 1 1 月 1 日 ○ ●
（私用） ○ ○ ○ ●

（病欠） ○ ○ ○ ○ ●
（病欠） ○

第 4 回 定 例 会 12月13日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全 員 協 議 会

1 1 月 1 日 ○ ●
（私用）

●
（私用） ○ ○ ●

（病欠） ○ ○ ○ ○ ●
（病欠） ○

12月13日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12月19日 ○ ○ ●
（私用） ○ ○ ○ ○ ○ ●

（私用） ○ ○ ○

総 務 産 業
常 任 委 員 会

11月21日 ○ ○ ○ ○ ○

1 2 月 5 日 ○ ○ ○ ○ ○

社 会 文 教
常 任 委 員 会

10月11日 ○ ○ ○ ○ ○ ●
（病欠）

1 1 月 1 日 ●
（病欠） ○ ○ ○ ○ ●

（病欠）

11月28日 ○ ○ ○ ○ ○ ●
（病欠）

12月19日 ○ ○ ○ ●
（私用） ○ ○

議会広報特別委員会
10月11日 ○ ○ ○ ○ ○

10月24日 ○ ○ ○ ○ ○

議会運営委員会

10月26日 ○ ○ ○ ○ ○

11月24日 ○ ○ ○ ○ ○

11月28日 ●
（私用） ○ ○ ○ ○

1 2 月 5 日 ○ ○ ○ ○ ○

決算審査特別委員会

10月24日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
（病欠）

10月25日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
（病欠）

10月26日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
（病欠）

出欠状況をお知らせします！
平成 29 年 10 月１日から 12 月 31 日の出欠状況です。斜線部分は出席する必要のない会議です。

○：出席　▲：欠席（公用）　●：欠席（葬儀・病欠・私用）

・給食の事故について

　賞味期限が切れていた和風ドレッシング 18 個を誤っ

て上ノ国小学校に配布する事故があった。健康被害は

なかった。構成町として、給食組合職員の意識改革、

作業工程等の見直し、衛生管理を含め、事務点検を実

施し、在庫の台帳と現物を付け合せる等のチェック体

制の強化を図るよう管理・指導を徹底していくことの

説明があった。

・国民健康保険制度の見直し概要について

　H30 から北海道と市町村がともに運営する方式に変

更されることについて説明があった。

・平成 30 年度議会費予算における要求項目について

　次年度の予算要求について、要求する内容があるか

どうか議員から聞き取りを行った。

11 月 1 日

・江差ウインドパワー㈱における江差町の出資取り止め

　について

　町が株式の 51％を保有する江差ウインドパワー㈱に

ついて、斐太工務店と株主間協定書（合意書）を締結し、

この合意により平成 31 年２月末日で町が経営から撤退

することの説明があった。

・介護サービス提供基盤整備事業交付金について

　介護予防拠点として整備する改修等を対象とした交

付金を活用し、集会施設等を整備することが説明され

た。

・ネーミングライツについて

　町の施設への愛称の命名権を民間企業等に付与し、

公民連携、財源対策等に寄与するネーミングライツ制

度の概要について説明があった。

全員協議会 を開催しました！
　11 月１日、12 月 13 日、12 月 19 日、１月 16 日に

開催した全員協議会について、その内容をお知らせします。

12 月 13 日

12 月 19 日

1 月 16 日

・介護保険料過誤納還付金の未処理（還付漏れ）について

　介護保険料の還付漏れについて説明があった。担当者が事務を先送りし、還付事務が滞っていた。町長や副町長、

担当課長が陳謝した。



道産 間伐材使用

この用紙は、原材料の一部に

道産間伐材を使用しています

意 見 書 を 提 出

　12月定例会では４件の意見書を提出し、２件を

可決、関係行政機関へ提出しました。

《可決した意見書》

◆種子法に代わる公共品種を守る新しい法制定を

　求める意見書

◆日本海沿岸の警備強化を求める意見書

議会の動き
◆Ｈ28年度決算審査特別委員会

　　　　　　　　　（出席９名、欠席１名）

◆議会広報特別委員会（出席５名）

・11月号議会だよりについて（２回目）

◆議会運営委員会（出席５名）

・第４回臨時会の運営について

・議会運営に関する事務調査

◆全員協議会（出席８名、欠席４名）

・江差ウインドパワー㈱における江差町の出

　資取り止めについて

・介護サービス提供基盤整備事業交付金につ

　いて

・ネーミングライツについて

◆第４回臨時会（出席９名、欠席3名）

◆社会文教常任委員会（出席４名、欠席２名）

・福祉行政に関する事務調査

◆南部桧山衛生処理組合議会第２回定例会

◆総務産業常任委員会（出席５名）

・かもめ島周辺の利用計画に関する事務調査

◆議会運営委員会行政視察（出席５名）

・議会運営に関する事務調査における先進地

　視察（福島町）

◆議会運営委員会（出席４名、欠席１名）

・第４回定例会の運営について

・議会運営に関する事務調査

◆社会文教常任委員会（出席５名、欠席１名）

・福祉行政に関する事務調査

◆総務産業常任委員会（出席５名）

・かもめ島周辺の利用計画に関する事務調査

◆議会運営委員会（出席５名）

・第４回定例会の運営について

・議会運営に関する事務調査

◆全員協議会（出席12名）

・給食の事故について

◆第４回定例会（出席12名）

◆全員協議会（出席10名、欠席２名）

・国民健康保険制度の見直し概要について

・平成30年度議会費予算における要求項目に

　ついて

◆社会文教常任委員会（出席５名、欠席１名）

・文化遺産に関する事務調査

◆檜山広域行政組合議会第３回定例会

◆議会広報特別委員会（出席５名）

・２月号議会だよりについて（１回目）

◆全員協議会（出席11名、欠席１名）

・介護保険料過誤納還付金の未処理（還付漏

　れ）について

◆総務産業常任委員会（出席５名）

・かもめ島周辺の利用計画に関する事務調査

◆檜山議長会議（江差町）
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　江差町議会本会議は、どなたでも傍聴することが

できます。

　町民の皆さんが選んだ議員の活動状況や、町政の

方針などを議場で確かめましょう！

　議会の傍聴は、受付後、出入りは自由で、都合の

いい時間で傍聴できます。

　皆様の傍聴をお待ちしております！

（問）議会事務局（℡52-6713）

議会を傍聴しましょう！
次の定例会は３月です。
日程は町広報誌やホームページでお知らせします！

10月24

～26日

24日

26日

11月1日

17日

21日

24日

28日

12月5日

13日

19日

20日

1月16日

18日

　
　1月21日、檜山地域子ども会育成連絡協議会主催

による、第39回檜山子連子どもかるた大会が江差文

化会館にて開催されました。ジュニアの部から中学

の部まで34チーム122名の参加がありました。参加

者は、読み手の声に耳を澄ましながら、身を乗り出

すようにして札を探

し、「はいっ」と気

合いの入った大きな

声で相手陣内に手を

伸ばしていました。

〈結果〉

ジュニアの部：優勝

　江差百人一首少年団

小学生の部：準優勝

　江差百人一首少年団

（撮影者：塚本　眞議会広

報特別委員会委員）

今 号 の 表 紙


